
成長を実感し、令和６年度を締めくくれる喜びを感じて
大垣市・安八郡安八町組合立東安中学校

校長 辻村 由香里

令和６年度も、いよいよ今日の修了式で最後の登校となりました。どの子も、どの学級も、

どの学年も、１年間の学校生活の中で成長することができました。それは、自分自身の努力に

加え、仲間がいたから頑張れたという集団の力や成長もあっての事だと実感しています。「み

んなちがって、みんないい」、人にはそれぞれ良さがある。自分の良さを自信にして自己肯定

感をもつとともに、自分の弱さに目を向け、それを自分らしさと受け入れることで、気持ちが

楽になり、そして、克服しようとするエネルギーが生まれてくると思っています。そんな心の

ゆとりとしなやかさを大切にしてほしいと願っています。

ご家族の皆様の学校教育へのご理解・ご協力や、お子さまへの励まし・見届けには、心より

感謝申し上げます。今後とも、学校と家庭の連携を大切にしていきたいと考えています。１年

間、ありがとうございました。

【修了式の校長の言葉より】

東安中学校の１年生９４名の皆さん、２年生１１０名の皆さんが、今年度の学年の過程を修

了したことを、校長として今ここに認めました。

今どんな気持ちでいますか。

「そうだ、自分は１年間よく頑張った。」と思えているでしょうか。

学校生活で一番多い時間である授業。誰でも、得意・苦手があって当たり前です。その上で、

「わかろう」「より深く理解しよう」「仲間と意見を交わす中で、自分の視野を広げよう」と

いう思いで臨むことで、点数や形として表れる結果以上に、自分自身が満足感を得ることがで

きると思います。自分は、どうだったでしょうか。

そして、自分に与えられた役割を責任をもって果たした人は、集団の中の１人として、自分

の存在の大切さを実感できたと思います。

また、「もう少し頑張っておいた方がよかったな。」と思っている人もいるかもしれません。

原因は何だったのか、どこを見直すといいのか、そのための具体的な方法は何なのか、じっく

り自分を見つめてみてください。それがはっきりしていないと、現実的に解決していきません。

思っているだけでなく、同じ後悔を繰り返さないように、行動に移していきましょう。自分で

は解決できないときは、誰かに相談すればよいのです。「困った」「助けて」という勇気をも

てるのも、前に進むためには大切なことなのです。「これくらいで、いいだろう」とか、「で

きなくても仕方がなかった」と思うのでは、進歩は望めません。諦めずに前向きに取り組む姿

勢は、今後ももち続けてください。

明日からの１１日間の春休みが過ぎると、次の学年に進級します。１年生は中堅学年の２年

生に、２年生は東安中学校の最高学年となるとともに、卒業後の自分の進む道を決める１年を

迎えます。「この春休みをどう過ごすのか」、ここからすでに始まっています。来年度への準

備とともに、休息をうまく取るの

もいいでしょう。しかし、油断や

気の緩みとならないように、次の

ステージに向けて、よい過ごし方

をしてください。

そして、４月７日に、元気でや

る気に満ちた皆さんに会えること

を楽しみにしています。

（小集団での学び合い） （仲間との絆を深めた行事）
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学校の教育目標 「心豊かで たくましい生徒」



３月１０日（月）全校集会＜新学年に向けてのスタート集会＞
３年生が卒業した後の１・２年生が、新学年に向けてスタートを切るための全校集会を行

いました。教師からの話や仲間の願いを聞いたりすることを通して、新たな自分になろうと
決意を新たにしました。
教師の話では、３年生の生き方から「どうしたらもっとよくなるか考え、自分で考えて行

動すること」と「自分がどうありたいかを考え、自己決定・
自己責任・自己実現によって自立に向かうこと」、「仲間との
関わりの中で自分の力を伸ばすこと」を大切にしてほしいと
いう願いを伝えました。また、仲間の話では、３年生からバ
トンを渡されたばかりで希望と不安が入り混じった気持ちの
中、まずは目の前のできることから取り組み始めようとする
願いを聞き合い、新たな自分に挑戦したいという思いをもつ
ことができました。

３月１５日（金）ようこそ先輩！先輩の生き方から学ぶ会
キャリア教育の一環として、卒業生から本校生徒に講話をしていただく「ようこそ先輩！

先輩の生き方から学ぶ」会を実施しました。
講師には、本校卒業生でありNTN株式会社桑名製作所陸上競技部所属の下尾悠真様をお

招きし、その生き方を拝聴しました。下尾様は、日本大学駅伝部主将として全日本大学駅伝
や箱根駅伝等で活躍され、現在も実業団駅伝等の各種大会でさらに躍進されています。
講演では、長距離走を始めたきっかけや、指導者、親に支えてもらいながら幾多の壁に対

して努力によって乗り越え、箱根駅伝の本戦に出場した学生時代の経験を通して、目標をも
って努力することで自分の可能性や人生を拓くことができると教えていただきました。そし
て、将来進路先や職業を選択するにあたり、中学生としてやっておくとよいことについて、
道を示していただきました。
１．自分のやりたいこと、 打ち込めることを見つける
２．目標は、時間をかけて自分で見つける (中学生の今でな
くてもいい)
３．自分の特技や性格など、特性を知る
４．当たり前のことを当たり前にできるようになる
５．進路選択は「何をしにそこへ行くのか」を明確にもつ
６．目標が達成できなくてもそれまでの過程が財産になる
７．親に感謝をし、その気持ちを伝える
講演を拝聴した生徒は次にように振り返っていました。

「下尾先輩から、目標をもつことも大事だけど、その目標に
向かう姿勢も大事だということを学びました。どんなに辛く
ても、逃げたくなったとしても絶対にあきらめない先輩の生
き方がとてもかっこいいと思いました。だから、私はこれか
らどんなに辛くなったとしてもあきらめない生き方をしたい
と思いました。」
このように生徒たちの心に刻まれ、希望を与えていただき

ました。

【令和７年度4月の行事予定】 【５月】

※ 行事予定は削除してあります。


